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1. はじめに 

都市間道路及び都市内道路では出入り制限の有無にかかわらず、道路上の停車需要が存在す

る。都市間道路（特に出入り制限を行った自動車専用道路）では故障車の車道上からの待避を

目的とするのに対し、都市内道路では主として沿道へのアクセスのための停車であり、停車目

的は道路によって異なる。第 1 種、第 2 種及び第 3 種の道路ではこれらの停車需要を路肩で処

理するが、第 4種の道路では必要に応じて停車帯を設けて処理することとしている。 

道路構造令の解説と運用では停車帯を以下のように規定しているが、停車帯の幅員は沿道土

地利用、停車需要等を踏まえて決定する必要があり、その留意点を整理するものとする。 

2. 停車帯幅員決定にあたっての留意点 

・ 道路規格（設計交通量、車道幅員） 

・ 計画道路本来の主目的 

・ 沿道土地利用から判断する対象停車車両 

・ 大型の自動車の交通量の占める割合 

・ 停車車両とのすれ違い幅（W=0.50）、側方余裕幅（W=0.25）の確保 

第 4 種の道路には自動車の停車により車両の安全かつ円滑な通行が妨げられないように

する必要がある場合においては車道の左端寄りに停車帯を設けるものとする。 

停車帯の幅員は 2.5m とするものとする。但し自動車の交通量のうち、大型の自動車の交

通量の占める割合が低いと認められる場合において 1.5m まで縮小することができる。 

（停車帯幅員の標準値 2.5m は大型車の停車を考慮し、縮小値 1.5m は乗用車の停車を考

えたものである） 

出典：道路構造令の解説と運用 P15 
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3. 検討ケース 

道路構造令上、停車帯の最小値は小型自動車（乗用車）を対象に 1.5m とあるが、4 種 1 級の 2

車線道路（主要幹線道路）で停車帯幅を 1.50m とした場合、すれ違う車両によりどのような違い

がでるのか検証してみる。 

1）普通自動車相互のすれ違いを考慮した場合 
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・ 大型車の占める割合が高い道路の場合、車両相互のすれ違いができない。 

・ 主要幹線等の本来の目的である車両の走行性や快適性に支障を与えることとなる。 

2）小型自動車相互のすれ違いを考慮した場合 
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・ 大型車の占める割合が低い道路の場合、小型自動車相互のすれ違いがメインとなるため問

題ない。 



3）小型自動車等（一般の救急車両等）相互のすれ違いを考慮した場合 
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・ 一般の救急車両（小型自動車等）相互のすれ違いを考慮しても問題ない。 

4. まとめ 

停車帯幅を最小値の 1.5m とした場合、すれ違う車両により影響が違うことがわかる。停車帯の

幅員を決定するにあたっては、計画道路本来の目的、停車対象車両等を考慮して決定することが

重要であり、最小値の採用にあたっては十分検討する必要がある。 

また市街地に道路を計画する場合には多くの細街路がタッチし、本線の走行に支障をきたす場

合が多い。停車帯を確保した一般部標準断面を通すより、付加車線（ゼブラ）を設置し、停車帯

を設置しない構造を検討することも重要と考える。 


